
1.定点把握対象疾患の発生動向　※栗原支所管内を含む大崎保健所管内
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　　上段は圏域全体で一週間に診断した患者数　、下段は一つの定点（医療機関）あたり一週間に診断した患者数。＊は急性呼吸器感染症（ARI)に含まれる感染症。
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【 定点把握対象疾患の発生動向 】
※栗原支所管内を含む大崎保健所管内

• 管内の手足口病、ヘルパンギーナの患者報告数の増加が続いています。特に、手足口病

は県全体においても患者報告数が増加しており、患者検体からコクサッキーウイルスA6

型（CA6）が検出されています。

• 消毒は次亜塩素酸ナトリウムが有効で、環境消毒は約0.02％希釈液、排泄物が付着しう

る箇の消毒は約0.1％希釈液で行いましょう。

【 集団発生状況 】※栗原支所管内

• 新たに保育施設で手足口病の集団発生がありました。

【 全数報告疾病 】※栗原支所管内

• なし
【感染症コラム～接触感染～】
• 感染者の体液や排泄物、あるいはそれらが付着した物や

病原体に汚染されいている箇所（ドアノブ、手摺等）を触

れた手等を介して広まる感染です。

• 病原体が体の表面に付くだけでは感染しませんが、付着

した病原体が体内に入ることで感染が成立します。

• 例えば、病原体が付着した手で口、鼻または目を触る、こ

どもの場合は病原体が付着したおもちゃを舐める等に

よって病原体が体内に侵入します。また、傷のある皮膚

から病原体が侵入する場合もあります。

• 予防には手洗い、手指消毒、PPE着用、清掃・環境消毒・

トイレの衛生管理が重要です。

• 自分が感染した場合は、周囲に感染を広げないように基

本的な感染対策（咳エチケットや手洗い等）を心掛けま

しょう。

大崎保健所 栗原支所 疾病対策班

0228-22-2117 0228-22-7594

【海外へ渡航される方へ】
海外では、国内に常在しない感染症や高い頻度で発

生する感染症の報告があり、渡航前から適切な感染

対策を行うことが大切です。下記を御確認ください。

海外へ渡航

される皆様へ

（厚生労働省

海外で健康に

過ごすために

（厚生労働省

• 夏季は人の交流機会が増加することから、新型コロナウイルス感染症等の感染症が流行

する時期です。また、蚊やダニを媒介にする感染症にも注意が必要です。

• 帰省等で高齢者と会う、大人数で集まる場合は、感染予防を心掛け体調を整えてくださ

い。また、草むらへ入る場合には、素肌を出さない服装や虫よけを活用し、感染対策を行

いましょう。

感染症対策の基本は、①手洗い、②マスクの着用を

含む咳エチケット、③換気です。


